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研究成果の概要（和文）：科学系博物館では，建物のバリアフリー化が進み車いす利用者等への配慮は推進され
ている。科学への憧れや理解増進を促す活動は，健常者を対象とした試みでは，極めて充実したものとなってき
ている。しかしながら，視覚障害者や聴覚障害者，外国人に代表される情報弱者向けの展示支援及び学習支援の
試みはほとんどなされていない。そこで本研究では，科学系博物館等における展示支援及び学習支援の現状を，
情報アクセシビリティ（Design for All，ユニバーサルデザイン，インクルーシブデザインを含む）の立場から
世界的規模で明らかにすることを目的とし，先進的な海外の事例調査ならびに国内における現状調査を行った．

研究成果の概要（英文）：At science museum, barrier-free of the buildings and consideration for 
wheelchair users are in progress. For the researches that target healthy persons, the activities 
that facilitates longing and understanding for science are very fulfilling. However, few research 
are conducted about exhibit support and learning support for information weak such as 
visually-impaired or hearing-impaired people. Therefore, the present research aimed at revealing the
 current status of exhibit support and learning support of the science museum from the point of 
information accessibility view (including Design for All, universal design and inclusive design) and
 show guidelines and evaluation method.

研究分野： 情報デザイン

キーワード： 科学系博物館　情報アクセシビリティ　ユニバーサルデザイン　聴覚障害者　視覚障害者
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１．研究開始当初の背景
 科学系博物館では，建物のバリアフリー化
が進み車いす利用者等への配慮は推進され
ている。
は，健常者を対象とした試みでは，従来の
ンズオン
ロジ等が導入され，極めて充実したものとな
ってきている。
聴覚障害者
けの展示支援及び学習支援の試みはほとん
どなされていない。つまり，現在の科学にお
けるコミュニケーションデザインといえば，
情報健常者に限定されたものであり，情報弱
者は科学へのアクセスが十分に保障されず，
健全な市民としての科学への憧れや理解増
進等の機会を持つことが困難な状況にある
と言わざるを得ない。
 こうした現状の中，近年，芸術ないし美術
教育において，視覚障害者や聴覚障害者に配
慮した新しい展示支援及び学習支援の理論
と方法論が鋭意検討され始めている。
芸術と科学には大きな相違が存在するが，
れらの成
理論と方法論を新しく構築することができ
れば，科学系博物館等において，情報障害の
ある人々が情意的側面として科学への憧れ
を持つとともに，認知的側面として「もっと
深く知りたい，考えたい」などの科学教育の
観点からの望ましい姿にスキャフォールド
できる可能性がある。
 本研究における最重要課題は，見聞きする
だけでは分かりにくい科学の不思議をどの
ような工夫をして分かりやすく伝えるか，
報弱者
スコミュニケーションをどのように促進さ
せるかという事である。そのた
クセシビリティという視点に立ち，先端の事
例を調査し研究を進め，その知見を広く周知
させることが求められている
 
２．研究の目的
 本研究の目的は，科学系博物館等における
展示支援及び学習支援の現状を，情報アクセ
シビリティ（
ザイン，インクルーシブデザインを含む）の
立場から世界的規模で明らかにし，その指針
と評価手法の方針を打ち出すことである。
 
３．研
 本研究
教育の革新に資することを目的
的な海外の
ングによって
いては，
調査票郵送による
った。これらの調査により
コミュニケーションの現場において，
害者，聴覚障害者に代表される
する展示や教育普及活動
直面している諸課題を明らかに
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図４ 手話解説のハンディ端末 

図５ タブレット端末と手話コンテンツ 
 

前述した博物館では視覚障害者に対する情
報アクセシビリティが徹底していた。それら
の展示は，視覚以外の感覚を使い，共に楽し
みながら説明することが可能な展示であり，
晴眼者にとっても興味深い展示であった。そ
の他，入口に触図の館内案内を設置している
博物館が多数みられた。 
②海外の先進的な代表事例（聴覚障害者対応） 
聴覚障害者向けの対応としては，手話での

ツアーがあげられる。オーストリア共和国，
リンツにあるメディアアート系博物館アル
スエレクトロニカ（Ars Electronica）では
外国語ツアーの中に，手話ツアーが含まれて
おり，年に複数回の手話ツアーの実績がある
ということであった。 
その他にも台湾の故宮博物館では手話に

よる解説を手元で見るためのハンディ端末
の貸し出しが行われていた（図４）。 
イギリスのリバプール博物館（Museum of 

Liverpool）では，学芸員によるガイドツア
ーの際に，手話通訳者を予約することができ
る。さらに，ほとんど全ての展示物について，
手話ビデオが備えられている。これは説明パ
ネルにタブレット端末が埋め込まれており，
参観者がボタンを押せば，このタブレット端
末上で手話ビデオが再生される仕組みであ
る（図５）。 
シテ科学産業博物館では，要所要所に手話

ビデオの端末が設置されていた。 
これらの事例からいえることは，海外では

様々な外国語と並び手話がひとつの言語と
して認められているということである。手話
通訳者と博物館の連携が取れていることが
わかった。 

③国内の現状調査 
平成 26 年 12 月から平成 27 年３月にかけ

て，質問紙の郵送又はウェブページを介した
質問紙の配布により調査を行った。対象は全
国科学博物館協会に加盟する 221 施設，日本
動物園水族館協会に加盟する 153 施設，日本
植物園協会に加盟する 111 施設であった。複
数の協会に加盟する施設については重複し
て配布しないようにした。有効回収数は 173
件であった。 
「展示物」および「説明文」の情報へのア

クセスのしやすさについては、「特に配慮し
ていない」という回答が最多であった。しか
し，「教育活動」，「鑑賞支援」，「教材」，「個
人用展示解説機器」について，173 施設全て
において，なんらかの配慮がなされているこ
とがわかった。視覚障害者に対する教育活動
は 173 施設中 80 施設，聴覚障害者に対する
教育活動は 54 施設でなされていた。 
④国内の展示・解説の先進的な事例 
 国内においては，各館，独自の取り組みが
行われていた。以下に代表的な事例をあげる。
字幕が出る音声ガイド端末の貸し出し（国立
科学博物館），触れる展示や点字による展示
解説（神奈川県立生命の星・地球博物館，大
阪市立自然史博物館），来館者が参加できる
情景展示（北海道博物館），Wifi とタブレッ
ト端末貸し出しによる字幕付き映像ガイド
の提供（北九州市立いのちのたび博物館），
音声コンテンツの完全文字化原稿の提供（新
潟県立歴史博物館），字幕付きプラネタリウ
ムの上映（名古屋市科学館）など，規模の違
いはあるものの，国内でも情報アクセシビリ
ティに取り組んでいる博物館の存在は認め
られた。 
⑤課題研究による情報共有と研究交流 
 日本科学教育学会第 39・40 回年会におい
て，以下のテーマを立ち上げ，討論を行なっ
た。第 39 回年会（2015）：科学系博物館の展
示支援と学習プログラムにおける情報アク
セシビリティの調査研究，第 40 回年会
（2016）：科学系博物館における情報アクセ
シビリティの取り組み。これらの課題発表で
は，事例報告と並び議論によって，科学系博
物館における情報アクセシビリティの枠組
みが示された。 
⑥課題の克服・改善のためのデザイン指針 
 多くの来館者・来園者にとって有効な情報
アクセシビリティへの配慮は，結果的に感覚
障害者にとってもアクセスのしやすい情報
となる。具体的は，触れるコンテンツ，漢字
のふりがな併記，映像コンテンツの字幕など
である。情報を複数の手段で提供すること，
五感に訴えるようなコンテンツを用意する
ことが重要である。 
 その他，事前の情報提供が重要である。ウ
ェブページの最初の階層にバリアフリー情
報を公開することはすぐにでもできる取り
組みである。ウェブコンテンツは音声読み上
げブラウザに対応させる必要がある。 



⑦障害者差別解消法 
 2016 年 4 月に施行された法律では,不当な
差別的取扱いの禁止と合理的配慮の提供を
国・地方公共団体等に対しては法的義務とし
て定めている。科学系博物館においても，
職員やスタッフなどに対する啓発・理解を
進め，さまざまな合理的配慮の事例を共有
するしくみを作り，お互いに参考にするこ
とで，合理的配慮が充実していくものと考
えられる。 
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